
「青貝巴紋散合口怖」修復報告書

′         宇保朝輝11室瀬和美
罷 鷺野谷―ド

I.は じめに
本作品は、一般財団法人沖縄美ら島財団所蔵の青貝巳紋散合目指である。平成28年 6月 17日から平成2

9年 3月 20日 まで目白漆芸文化財研究所 仰惰区下落合4-23-5)内の修復室鬱 を行った。修復にあ
たり、宇保朝輝を監督職員とし、室瀬和美を修復責任者、修復担当者を鷺野谷―平とし亀

Ⅱ。 花駈夏鰈

1 名  称
青貝巴紋散合口怖 1日

2.概  要
刀身はなく、柄は金の打出鮫で、鴛鵞の目貢を付すЭ鞘は、薄貝より抜いた大′lヽの巴紋を表裏に散らし、地

は細かく方形に切つた青貝で隙間なく敷き詰める。小柄・第を納める櫃は、i枚貼りの薄只に菊唐草を例影り

で表すЭ栗形・返角・柄頭・館の金の金具には、流水に菊と鴛鵞が打出で表される。小柄 。年の地板にもそれ

ぞれ流水に菊と鴛鵞の意匠が表され、裏には象書体で「天」の刻印、その下には「せいやりとノメヽ」と入る。ま

た、はばきの表裏にも象書体で「天」の刻印が入る。輪には下緒を付すЭ

法肇 維漫 52.2｀ (動

3.現 状
表面は経年により付着した期 戟ものため、貝本来の艶を失っている。柄の縁金具は留まっておらず、外れ

そうな状態である。また褐色で艶・透きのある塗料が、柄および鞘の各所1こ付着している。輪イ朝占られた薄貝

の巴紋は、輪の曲面が強いこともあり経年によりほとんどが剥離し、貝が欠失している部分も見られる。剥離

した貝は本来の青味はなく、白色を呈している。

4.修復方針
現在、我が国で行われているキ諒Ё虻イ隊 工芸品の購 夏に則り、蜘 夏を原則として行うことと

する。修復に際しては、充分に事前調査を行い、傷みの現状を確認した上で修復工程を決定する。また、写真

撮影を伴った修復の記録を取り、修復後と比較できるようにし、修復終了後に報告書を作成し提出する。

*1 -般 財団法ノ岬梯験 ら島財団 首里城公園管理部 事業課 調麿展∴係 主事
*2 株式会社目白漆芸文イ勝t羽暁勾芳 代表取締役
*3 株式会社目白膳 文イ限初院所 傷舞皮脂者
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5, 物 夏1鰈
<勒 と誹腱請醐乗>

修復前に、修復後との比較ができるよう写真撮影を行った。また、素地、下地、力酎および現状の傷みを調

査記録し、修復作業工程を確認し亀

<下緒の取り外し>

栗形を通して蝶結びで輪に装着されている下緒は、修復作業を円滑に行うため取り外すことを試みた。しか

し下緒は栗形の穴の内側で引つ掛かつており、抜くことが困難であった。そこで下緒は無理に外すことはせず

、蝶結び獅和 たヽ状態で薄葉紙に包み、養生した上で修復作業を行うこととし危 修復後、下緒を元の位置に

装着する際に結び直せるよう、下緒を取り外す前に写真撮影による記録を行っ亀
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<船 の期乍>
修復作業に入る前に、心張り法による貝および盗模の押さえ

作業が安全に行えるよう、設置台の製作を行つ亀

<ク リーニング>
毛棒で全体の埃を払い、水を僅力ヽ こ含ませた柔ら力ヽ 綿棒を

用い、貝表面の汚れを数回に分け少しずつ取り除い亀 一部取

りきれないものは、水とエタノールを混合した溶液を使用した

。クリーニングは剥離した貝を傷めないよう充分に注意し、必

要請小限にとどめ、貝の圧着作業を終えた後に再び行つた。ま

た金具部分の付着物の除去も行つ危

ヽ
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<貝押さえ>
剥離した貝は、輪の曲面イこ接着させる際、そのまま押

さえを行うと貝の損傷を招く恐れがある。そこで剥離した

貝に柔軟陛を持たせる必要があり、水分を僅力斗こ含ませた

木綿布を剥離した貝の上に乗せて、しばらく置くことにより

、貝に柔軟性を取り戻させた(画像 1)。

貝が柔軟になったことを確認した後、膠により剥離した貝

の接着を行っ亀 まず膠の浸透を促進させるため無水エタノ

―ルを剥離した貝の際より含浸し、続いて筆刊膠を含浸させ          画像 1
た(画像2)。 その後、貝の上面を箆で軽く押さえ、剥離した

貝の奥まで充分に膠が浸透したことを確認した上で、余分刑膠を拭き取つた後、木枠と竹ひごの弾力を利用した

心張り法により圧着し安定させたD圧着の際、安全に貝が押さえられるよう、厚み・硬さの異なる樹脂板および

樹脂シートを適宜組み合わせて用い戸土着させた(画像 3)。 ただし、過去に行われた修復で、剥離した状態で段差

のあるまま固められてしまった貝は、動かないため無理に押さえず、現状のまま維持することとし亀

画像2

<聯 >

圧着により安定させた貝の際には、小麦粉を水練りし生正味漆と混

ぜ合わせた麦漆に、微細な地の粉を混ぜた下地漆により、際錆を施

し、触手による塗膜の剥落防止とし危

画像3

<銀 の拶纂≒帯 の嬢 >
柄の縁金具は、留まっておらず外れそうな状態であったため、膠

による接着を行っ亀 輪を装着し金具を合わせた状態で、金具の際か

ら筆で膠を含浸し、乾固させた。その後、一度取り外した小柄、第、

下緒を舞 し仕上げとし亀

25



V

<肺 の剣 常>
作品を安全に保管する桐箱を製作し危

桐箱は、印籠占づくりで紐はつづら掛けとしたЭ作品を安置するた

めに着脱式の受を、身の内音限こ二つ設置し亀

<修復後撮影と報告書作成>
修復後の写真撮影を行い、修復記録をまとめ、報告書を作成し危
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6. 1修℃戴難 ―

的
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②下緒の取り外し

輯 卿

④クリーエング

C貝押さえ

蜘

C逢嫉ζの,購・
‐
弔階の錆

軸 卿

鑢 構 多や爛 賊

7,修復期間|

軸 28各雲6月 17日輸 29‐ 1年 3月 20日

8 修復場所

目白漆芸文化財研究所 鱗 区下落合4-23-5)内の修復室で行つた
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[全景 ]

修復前 修復後
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[部分]

修復前

付着物

汚れ・付着物

管

貝剥離

修復後
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貝剥離

修復前

貝剥離

貝欠失・剥離

修復後

貝欠失・剥離
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